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*にった ひろし　蘆　独立行政法人国立環境研究所 PM2.5・DEPプロジェクト 疫学・曝露評価研究チーム 総合研究官　
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のSix City Study による死亡に対
する長期曝露影響に関する疫学研
究成果が 1993 年に New England 
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基準改定時に Regulatory Impact 
Analysis ９）を行い、環境基準を
達成することによって１年当たり
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